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こ
ん
に
ち
は
。
農
産
物
輸
出
大
国
を
含
む
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加

問
題
に
つ
い
て
、
菅
首
相
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
前
に
開
か
れ
た
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
交
渉
中
の
９
カ
国
首
脳
会
議
で
「
協
議
を
開
始
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

関
税
撤
廃
が
原
則
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
日
本
農
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
食
品
関
連
や
輸

送
な
ど
広
範
な
業
種
で
雇
用
が
失
わ
れ
、
地
域
経
済
が
崩
壊
し
、
食
の
安
全
・
安
心
も
奪
わ
れ
、
国
民

生
活
に
も
環
境
に
も
大
き
な
悪
影
響
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
「
将
来
の
雇
用
機
会
」
の
た
め
と
か
、
日
本
の
取
り
組
み
は
「
遅
れ
て
い
る
」
と
い 

っ
た
政
府
の
宣
伝
は
、
輸
出
大
企
業
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
た
め
の
ご
ま
か
し
で
し 

か
な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
い
う
歴
史
的
誤
り
を
ゆ
る
さ
な
い
た
め
に
、
反
対
の
世
論 

と
運
動
を
強
力
に
す
す
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 生枝の観音寺は、「相台山 

西光院観音寺」が正式名称 

で、創建は古く、伝承によ 

れば、天元年間（９７８～ 

９８２）に多田満仲が開基 

したといわれています。 

 白沢町は、古語父や高平 

を中心に、古くから修験道 

に深く関係していたといわ 

れていますが、観音寺にも以前は、「役小角」の像があり、修験道 

             と関係があったと思われます。 

              以前は清水が出ていたところにあ 

             った、弘法様の石像（明治９年 １ 

８７６）が門の前に移され、人々を 

やさしく見守ってくれています。 

     今も赤いよだれかけをして、生枝 

の   の集会場の四辻に、北向きに地蔵様 

    が立っています。 

     万延元年（１８６０）に村中あげ 

て火災を防ぐことを願って造られた 

といわれ、「火防勝軍地蔵」とよばれ 

ています。 

 新年度予算の編成にむけ、「平成２３年度予算編成方針」が示され、各課

での予算編成がはじまりました。 

 予算編成方針では、今年度末における公債費（借金）残高が２０７億円

とみこまれるなど、きびしい財政状況にあるとして、各部（各課）に一般

財源の枠配分方式よる予算編成や事務事業、補助 

金の見直しが求められています。 

 こうしたやり方は、事業の削減と市民に我慢を 

押しつけることになります。 

 市民のくらしを支え、必要なものにはしっかり 

と予算措置をおこなうことがひつようです。 

                 くらしと平和を守る「女性のつどい」 

                が１３日開かれ、塩川てつや衆議院議 

                員が国会の様子などを講演しました。 

                 フリーマーケットや紙芝居、コーラ 

                スなどを楽しみました。 

                 第２部では、女性の力を合わせ政治 

                を変えようと、女性後援会を発足しま 

                した。 

 上原町では１７日、町内の７５歳以上の高齢者を対

象とした敬老会が開かれました。 

 ステージでは、カ 

ラオケや踊りが披露 

され、楽しいひと時 

をすごしました。 

 上原町では７５歳 

以上の高齢者は１０ 

月末で３０６人です。 

「東原文化作品展」が６日と７日、東原新町会館で 

開かれました。 

 俳句や手芸、盆栽、写真、 

絵画、彫刻、写真など６８ 

の作品が展示されました。 

 作品展は、今回で５回目 

をむかえました。 


